
公開と目録の充実化（一般公開）
公開プロファイルを作成するには、次のいずれかの役職が必要です。

• 目録管理者

• リポジトリ管理者

• 統括システム管理者

書誌および典拠レコードを第三者システムに公開できます。Alma公開にはいくつかの機能が含まれています。

• ファイルまたはOAI-PMH（Open Archives Initiative Protocol for Metadata Harvesting; メタデータ収集のための公開ア
ーカイブイニシアチブプロトコル）を介して蓄積的に公開されるデータ。

• オプションで、書誌レコード以外のデータ（目録関連データなど）でデータを強化します。

• 公開されたデータの正規化（再フォーマット）。

• 目録の削除に関する通知。

進行中の蓄積的な一般公開への入力は、前回の蓄積ジョブの実行以降に変更および「修正」（変更なしで保存）された
すべてのレコード（書誌、所蔵、回覧データ、およびオプションのコース予約データ）および関連エンティティが変更さ
れたすべてのレコードが対象となります。一般公開は、Primoへの公開と同じ原則に従って機能します。

以下の多くの充実化オプションを使用すると、目録から出力に情報をマッピングできます。出力を強化すると、書誌フィ
ールドその他のフィールドを含む統合レコードを出力し、それらのフィールドすべてが１つのレコードとして見えるよう

になります。目録のタイプごとに、管理または目録情報を配置したい出力フィールドを選択し、次に各データを配置する
サブフィールドを選択します。

レコードをサードパーティシステムに公開するジョブは、「公開プラットフォームジョブ<profile name>」と呼ばれま
す。公開プロセスが失敗した場合、公開されなかったすべてのレコードが次の公開プロセスで公開されることに注意して

ください。

一般公開ジョブは、処理されたレコードを最後に公開された値と比較して、データが変更されていない場合にレコー
ドが公開および再公開されないようにします。

005フィールドは、比較の前に最後に公開された値と現在処理された値から削除されるため、005フィールドへの変更
は変更とは見なされません。
これは、「保存」操作または編集+保存操作によってレコードが頻繁に変更されるためですが、関連する変更は行わ
れていません。

Note

データを別のOCLCサーバーに公開する場合は、Almaカスタマーサポートに連絡してください。

Note
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一般公開プロファイルの作成

一般的な公開プロファイルを作成するには、次の手順を使用します。

一般的な公開プロファイルを外部ターゲットに作成するには：一般的な公開プロファイルを外部ターゲットに作成するには：

1. [公開プロファイル]ページ(リソースリソース > 公開公開 > 公開プロファイル公開プロファイル)で、プロファイルを追加プロファイルを追加 > 一般プロファイル一般プロファイルを選択
します。公開プロファイルウィザードの最初のページが表示されます。

2. 公開プロファイルの詳細ウィザードで、次の項目を入力してください：

Esploroを使用している場合、リサーチ一般プロファイルの詳細については、 Primoにリサーチ資産を公開するを参照
してください。

Note

ネットワークゾーンを使用するコンソーシアムに参加している場合、詳細については、ネットワーク内の一元公開を
参照してください。

Note

公開プロフィール詳細ページ公開プロフィール詳細ページ - ウィザードのステップウィザードのステップ1

以下に説明する項目の一部は、特定のオプションを選択した場合にのみ表示されます。

Note
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公開プロフィール詳細ページ - ウィザードのステップ1

フィーフィー

ルドルド
説説明明

コンテ

ンツタ

イプ

利用可能な場合は、公開するレコードのタイプ（書誌または典拠）を選択します。ページの残りのフィールドは、選択内
容に応じて変わります。

プロフ

ァイル

名

一意のプロファイル名。

プロフ

ァイル

の説明
プロファイルのフリーテキストの説明。

公開パラメータ公開パラメータセクションセクション

ステー

タス
アクティブアクティブまたは非アクティブ非アクティブを選択します。

スケジ

ューリ

ング

スケジュールオプションを選択します。使用する正確な時間は、タイムゾーンとデータセンターによって異なります。

未スケジュール未スケジュールを選択した場合は、公開プロファイルは自動実行されません。

Eメー
ル通知

公開プロファイル完了の通知を受入するユーザーのEメールアドレスを指定します。成功したジョブまたは/およびエラー
を含むジョブについて通知を送信するかどうかを選択できます。

コンテンツセクションコンテンツセクション

セット

名

公開するレコードのセットを選択します。電子コレクションセットを選択すると、公開されるコンテンツは書誌レベルま
たはポートフォリオレベルで、そのレベルは、公開レベル公開レベル（下記を参照）であなたが設定したセットとの関連で決定され

ています。ネットワークゾーンから公開している場合、アイテムセットを選択できないことに留意してください。

追加セ

ット名

必要に応じて、公開する別のレコードのセットを選択します。

出版が書誌レベルの場合、両方のセットからの出力には、すべての情報を含む 1つのタイトルが含まれます。 -- 冊子 /電
子（ネットワークゾーン） /電子（機関ゾーン） -- これらは単一のタイトルにリンクされています。

リポジ

トリ全

体を公

開する

この機能を利用すると、検索条件を設定することなく、Alma リポジトリ内のすべての書誌レコードすべての書誌レコードを公開できます。通

常の公開セットと同様の動作をしますが、すべてのレコードを自動的に含めることで、公開処理を簡素化し、高速化する
ことができます。

リポジトリ全体をエクスポートしたい場合には、公開性能を向上させるために、この機能の使用が推奨されます。

セットを変更すると、以前のセットは削除済みとして公開されます。これは、新しいセットがジョブによって公開さ
れる新しい母集団であるためです。両方のセットに表示されるレコードは、削除済みとして公開されません。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

以下を含むすべての公開モードをサポートします：

◦ 増増分分（初期設定） - 初回の全件公開が完了した後、システムは通常、増分モードに切り替わり、最終公開日以降の変
更分のみを公開します。

◦ 再公開オプション再公開オプション - 日付範囲で再公開、サブセットを再公開、索引全体を再構築

このオプションが選択されている場合：

◦ フィールド [セット名セット名 ] およびおよび [追加セット名追加セット名 ] は無効化されています。

◦ セット名が自動的に [リポジトリ全体のデフォルトセットリポジトリ全体のデフォルトセット] に変更されます。

◦ 設定基準は MMS ID > 0（全レコード）に固定されます。

初回処理では全レコードが対象となるため、大規模セットでは所要時間が長くなる場合があります。特別な設定は必要あ
りません。

全レコードを含むセットに対しては、公開プロファイルをこのオプションに変更することができます。

レコー

ドの絞

り込み

検索

セット名セット名で選択したレコードセットにかける絞り込み検索用のフィルター 。表示される絞り込み検索フィルターのリスト
は、MDエディターで作成した指示規則のリストです。詳細については、指示ルールでの作業を参照してください。

公開ジョブを実行すると、あなたの選択した絞り込み検索フィルターがレコードのセットに適用されます。フィルターは
（以下に示す方法で強化を指定した場合は）レコードの強化が行われた後に適用されます。フィルターで絞り込みされた

レコードのセットはその後、正規化され公開されます。

選択されたセット内のレコードで、指標ルールで指定された true条件に一致するものは、セットからフィルタリングさ
れ、削除されたとして公開されます。そのようなレコードが、指示ルールで指定された誤った条件に一致するように変更
された場合、更新されたものとして公開されます。

（書誌

レコー

ドの

み）に

公開

レコードが公開されるレベル。

◦ 書誌レベル書誌レベル（標準） – 書誌レベルでレコードを公開します。このオプションを選択した場合、所蔵ファイル、ポート
フォリオ、および目録データ強化からのアイテム詳細を含む1つの書誌レコードが公開されます。

◦ キャンパスレベルキャンパスレベル – キャンパスの所蔵レベルで記録を公開します。このオプションを選択すると、書誌レコードに関
連づけられたキャンパスの所蔵ごとに、1つの書誌レコードが発行されます。1つの書誌レコードが複数のキャンパス
の所蔵に関連付けられている場合、その書誌レコードは複数回発行されます。キャンパスは、Alma のキャンパス リス

このオプションは、書誌レベルの公開にのみ適用されます。

Note

◦ セットの検索項目要素が10,000を超えていて、セットの50％以上が絞り込み検索フィルターで除外されるような
絞り込み検索フィルタールールは使用しないでください。これらの条件を超えると、公開ジョブの実行が非常に
遅くなります。レコードの定義セットによって削除できる検索項目要素は、絞り込み検索フィルターではなく、
定義セットで行ってください。

◦ このルールが変更される場合、再公開（索引の再構築）を実行する必要があります。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

ト、または「機関 OCLC シンボル」構成テーブルで定義されている、 OCLC シンボル マッピングによって定義され
ます。所蔵図書館または場所がキャンパスに関連付けられていない場合は、プロファイルで構成されたデフォルトが
使用されます。

◦ 所所蔵蔵/ポートフォリオレベルポートフォリオレベル – 所蔵またはポートフォリオレベルでレコードを公開します。このオプションは、機関が
書誌レコードとは別に所蔵レコードを公開する必要がある場合に役立ちます。このオプションを選択すると、書誌レ
コードに関連づけられた特定の所蔵ファイルまたはポートフォリオごとに1つずつの書誌レコードが公開されます。1
つの書誌レコードが複数の所蔵ファイルまたはポートフォリオに関連付けられている場合、その書誌レコードは複数
回発行されます。

◦ アイテムアイテム/ポートフォリオレベルポートフォリオレベル – アイテムまたはポートフォリオレベルでレコードを公開します。このオプションを
選択すると、書誌レコードに関連付けられている特定のアイテムまたはポートフォリオごとに1つずつの書誌レコード
が公開されます。1つの書誌レコードが複数のポートフォリオまたはアイテムに関連付けられている場合、書誌レコー
ドは複数回発行されます。Almaは、この出力処理方法について警告するメッセージを表示します。この機能は、Hathi
TrustやAurora（クイーンズランド州立図書館）などの外部ソースとの統合に役立つ場合があります。

出力フ

ォーマ

ット

（書誌

レコー

ドの

み）

出力フォーマット （このリストに表示されるオプションは、システムのアクティブレジストリ設定によって決まります：
これらの設定を変更するには、Ex Librisサポートにお問い合わせください):

◦ MARC２１書誌

◦ BIBFRAME書誌 - BIBFRAME レコードは、次の形式でのパブリッシュがサポートされています。一般出版の一環と
しての「BIBFRAME レコード」。ユーザーは、Alma内に保持されているBIBFRAME作品やインスタンスを外部シス
テムでも利用できます。

◦ UNIMARC

◦ KORMARC

◦ Dublin Core（簡易）MARC/DCマッピングについては、 MARC21からダブリンコアクロスウォークへそしてダブリン
コアからMARC21クロスウォークへ。

◦ Dublin Core（認定済み） - この出力のこの目的は、主として、データを失うことなく（Dublin Core（簡易）で公開
された場合と同様）、 Almaのネイティブ認定DCレコードの公開をサポートすることです。公開ジョブは、レコード
をMarcから認定済みDublin Coreにインポートしますが、それらを簡易DCフィールドに変換します。

◦ MODS（このオプションは、設定設定 > 一般一般 > 統合プロファイル統合プロファイル > OAI リポジトリリポジトリ 定義統合プロファイル定義統合プロファイル > メタデータメタデータ

プレフィクスプレフィクスで構成されます）

◦ ETD-MS

◦ RDA/RDF

Alma
URIを
使用し

てレコ

ードを

公開す

る

このオプションは、 BIBFRAME 書誌事項書誌事項出力フォーマットが選択された場合にのみ表示されます。

このオプションにより、ユーザーは BIBFRAMEフォーマットに変換された MARC レコードを公開する際、レコードに
Alma URI を含めるかどうかを決定します。

◦ 選選択択されたされた場合 — BIBFRAME レコードと Alma URを公開します。レコードを第三者に提供することが目的である
場合、Alma URI を含めることが重要です。これにより、情報を効果的にAlmaに接続できるようになります。

◦ 未選未選択択の場合 — Alma　URLを含まない BIBFRAME レコードを公開します。サードパーティのリンク済みデータエ

レコードから書誌情報を削除するには、追加の正規化ルールを適用する必要があります。

Note

BIBFRAMEは、BIBFRAMEとしてもMARCとしても公開できます。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

ディタを通じてレコードを BIBFRAME としてAlmaに再公開する場合は、Alma URI なしでレコードを公開することを
お勧めします。

公開プロトコルセクション公開プロトコルセクション– FTP

FTP FTPを使用してレコードを公開する場合に選択します。選択すると、次のフィールドが表示されます。

FTP構
成とサ

ブディ

レクト

リ

FTP設定フィールドの値は、所属機関の設定によって決定されます(S/FTP接続を設定する)を参照してください）。サブデサブデ

ィレクトリィレクトリフィールドは、FTP設定に関連する追加パスです。例えば、S/FTP接続の設定時にサブディレクトリサブディレクトリフィールド

にAlmaを指定し、このフィールドにエクスポートと入力すると、データはAlma/エクスポートディレクトリにエクスポー

トされます。

（Ex Librisによって維持される）事前定義されたサイトのリストの場合、一般的な公開プロファイルで使用されるFTP接続
での圧縮を無効にできます。定義されたサイトのいずれかを選択した後、ファイルファイル圧圧縮を無効にする縮を無効にするを選択します。圧圧縮縮
ファイルファイル拡拡張子張子フィールドがページから削除されます（このプロファイルには拡張子が使用されていないため）。

サイトはftp.exlibris.co.ilとscp.oclc.orgです。

ファイ

ルが公

開され

る度に

すべて

のレコ

ードを

含む

最後の実行以降に変更されなかったレコードは公開されません。セット内の削除されていないすべてのレコード（このプ
ロファイルの[コンテンツ]セクションで指定）をFTPファイルに公開したいときに、このオプションを選択します。

このパラメーターが選択されていない場合、最後の実行以降に変更、作成、または削除されたレコードのみがFTPファイル
に公開されます。

共同作業する相手である第三者機関が、（一部のセットのみや、変更されたレコードのみでの作業ができない等の理由
で）セット全体を公開することを求める場合は、このパラメータを選択します。

このパラメータを選択すると、ジョブレポートには、レコード処理レコード処理済済みみカウンターに加えて、ファイルカウンターに書き
込まれた合計レコードが含まれます。合計レコードが含まれます。

以下のオプションは、公開プロトコルセクションでFTPオプションが選択されている場合にのみ表示されます。

Note

蔵書サポートでは、非圧縮ファイルのホスト名リストにアドレスを追加できます。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

ファイルカウンターに書き込まれた合計レコードファイルカウンターに書き込まれた合計レコードカウンタは、ファイルを公開するたびにすべてのレコードを含めるファイルを公開するたびにすべてのレコードを含めるパラ

メータを選択した以来、セット内のすべてのレコードが公開されていることを示します。処理されたレコード処理されたレコード数値は、も

っとも最近の公開ジョブ実行以降に変更されたレコードがあれば、そのレコードの数を表示します。

ファイ

ル圧縮
を無効

にする

tar.gz形式ファイルへの出力を圧縮したくない場合は、このオプションを選択します。

圧縮済
ファイ

ル拡張
子

ファイルファイル圧圧縮を無効にする縮を無効にするが選択されていないとき、圧縮出力のためのこの拡張識別子tar.gzが表示されます。

冊子フ

ォーマ

ット

XMLまたはバイナリバイナリを選択します。

XML出力の場合、ファイル拡張子は.xmlです。

バイナリ出力の場合、ファイル拡張子は.mrcです。

ファイ

ル内の

レコー

ド数

公開された各ファイルの最大レコード数。

ファイルごとに最大1,000、5,000、または10,000レコードを選択するか、または最大レコード数が指定されない単一のフ
ァイルオプションを選択します。デフォルトは1,000です。これにより、ファイル構造に関する外部ソース要件に合わせ
て、各ファイルに含まれるレコードの数を制限できます。ファイルごとの最終的なレコード数は正確ではありません。

例：例：

25,000レコードのセットが公開され、ファイル内のレコードの数ファイル内のレコードの数が公開プロファイルに10,000件と設定されている場合、
結果のファイルは次のとおりです:

このオプションを選択すると、削除されたレコードは公開されません。公開されるファイルは、ファイル名に
「New（新規）（新規）」が含まれるファイルのみです。「Update（更新）（更新）」や「Delete（削除）（削除）」を含むファイルは公開

されません。ファイルの数は、ファイル定義のレコード数によって異なります。ファイル内のレコード数を参照して

ください。

Note

MARC XMLのみが圧縮されます。MARCバイナリを選択すると、公開されたファイルは圧縮されません。

Note

大規模なセットを公開する場合、単一ファイルオプションを選択することは推奨されていません。

FTPで公開する場合、ファイル1つのサイズは8GBを超えることはできません。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

◦ ファイル1 = 最大10,000レコード

◦ ファイル2 = 最大10,000レコード

◦ ファイル3 = 残りのレコード

デフォ

ルトの

ファイ

ル名を

使用

はいはいまたはいいえいいえを選択して、デフォルトのファイル名を使用するかどうかを選択します。ファイルの命名規則に関する
詳細については、この表の以下を参照してください。

◦ ファイル名のプレフィックス

◦ ファイル名

◦ ファイル圧縮を無効にする

◦ 圧縮済ファイル拡張子

ファイ

ル名の

プレフ

ィック

ス

デフォルトのファイル名を使用デフォルトのファイル名を使用にはいはいを選択した際は、ファイル名のプレフィックスを指定する必要があります。出力フ
ァイルには、次の方法で名前が付けられます。

<prefix>_<time stamp>_<job ID>_<new or update or delete>.<xml or mrc>.<tar.gz>

このフィールドには、許可された文字しか入力できません。システムは、許可されていない文字を自動的に削除します。

ファイ

ル名

デフォルトのファイル名を使用するデフォルトのファイル名を使用するでいいえいいえを選択した場合、ファイル名を指定する必要があります。次の方法で、静的
（スタティック）ファイル名または動的（ダイナミック）ファイル名を指定できます。

◦ 作成された公開出力に使用される単一のファイル名を入力します。

◦ 動的ファイル名の場合、以下に示すようにファイル名変数を入力します。情報アイコンを使用するとヘルプを表示で
きます。

<name of your choice>_{JOB_ID}_{TIMESTAMP}

{JOB_ID}は公開ジョブIDをファイル名に挿入します。{TIMESTAMP}}は以下の形式で日付と時間を挿入します：
YYYYMMDD_HHMMSS[mmm]これは、年、月、日と時間、分、秒にミリ秒を加えたものです。

これにより、次の形式の名前のファイルが作成されます。

<name>_<job ID>_<time stamp>_<new or update or delete>.<xml or mrc>.<tar.gz>

動的ファイル命名規則を使用すると、システムは以前のファイルを新しいファイルで上書きして同じ名前を使用する

代わりに、新しい追加ファイルを生成します。

このフィールドには、許可された文字しか入力できません。システムは、許可されていない文字を自動的に削除します。

公開プロトコルセクション公開プロトコルセクション– OAI

一部の機関では、.xmlおよび.mrcファイル拡張子が欠落している場合があります。これが当てはまる場合は、Ex Libris
カスタマーサポートに連絡して、ファイル名に .xmlと .mrcの拡張子を自動的に追加するカスタマーパラメータを有効
にしてください。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

OAI

OAIプロトコルを使用して公開するオプションを選択します。つまり、OAIセットとしてレコードを公開します。OAI公開
プロファイルは常にレコードを蓄積的に公開し、蓄積されたレコードには削除されたレコードも含まれます。

公開しようとするターゲットがレコードの削除を処理できない場合は、FTP公開をすべてのレコードを含めるオプションで
使用することができます（ファイルが公開されるたびに全てのレコードを含むを参照してください)。もう1つのオプション
は、[再パブリッシュ]アクションで使える[索引全体の再構築]オプションを使用して、セット全体を新しいものとして再公
開する方法です。2019年4月以前まで提供されていた[完全]公開モードと同じ結果になります。

機関がOAIリポジトリとしてAlmaを設定した場合(OAI統合の設定を参照）、標準のOAI-PMHプロトコルを使用して設定さ
れたOAIが公開したレコードを閲覧することができます。レコードのフォーマット（メタデータ要素のコンテンツ）は、出
力フォーマットとして選択されたフォーマット（例えば、MARC 21）であることに留意してください。

OAIを選択すると、以下に説明するパラメータが表示されます。

セット

スペッ

ク

セット階層のルートから各ノードまでのパスを示すコロン (:)で区切られたリスト。各セットは一意で、他のどのセットと
も異なっていなければなりません。

セット

名
セットの名前このセットは、OAI要件に従って定義する必要があります。

メタデ

ータプ

レフィ

ックス

出力のプレフィックス。

公開プロトコルセクション公開プロトコルセクション – Z39.50（書誌レコードのみ）（書誌レコードのみ）

◦ ホ

ス

ト

◦ ポ

ー

ト

◦ デ

ー

タ

ベ

ー

ス

Z39.50を使用して公開します。

これらの設定は、接続先のグループ/サービス（KERISなど）によって提供されるか、調整される必要があります。これら
は、ターゲットの接続パラメータです。

以下のオプションは、公開プロトコルセクションでOAIオプションが選択されている場合にのみ表示されます。

Note

以下のオプションは、公開プロトコルセクションでZ39.50オプションが選択されている場合にのみ表示されます。

Note
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フィーフィー

ルドルド
説説明明

名

◦ グ

ル

ー

プ

ID

◦ ユ

ー

ザ

ー

名

◦ パ

ス

ワ

ー

ド

3. [次へ次へ]を選択します。
選択された出力フォーマット出力フォーマットに応じて、アセットの公開の詳細ウィザードの 2 ページ目のオプション表示が異なりま
す。

特定の出力フォーマット出力フォーマットが選択された場合に表示されるさまざまなページを以下で参照してください。各ページのオ
プションについては、手順 4 でさらに詳しく説明します。

アセットの公開の詳細ページアセットの公開の詳細ページ - コンテンツセクションコンテンツセクション - 出力フォーマット出力フォーマット
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出力フォーマットとしてMARC形式を選択した場合：

出力フォーマットとして選択した場合

◦ Dublin Core（簡易または認定済み）

◦ ETD-MS

◦ MODS

典拠レコード用

4. 以下の表を使用してフィールドに入力します。多くのフィールドは名前の通りであるため、以下では説明していま
せん。

公開プロフィール詳細ページのフィールド - ウィザードステップ2

フィーフィー
ルドルド

説説明明

書誌事項正規化書誌事項正規化

正規化
ルール
を使っ
ている
権限デ
ータを
訂正

以前に作成および保存されたプロセスから、正規化プロセスを選択します（必要な場合）。「正規化プロセスの操作」を参照
してください。

リンク

された

データ

の強化

（MARC
のみ）

リンクデータエンリッチメント設定の定義に従って公開するときに、特定のレコードにリンクされたデータURIを追加する場合
に選択します。

出力フォーマット出力フォーマットパラメータ（上記を参照）にRDA/RDFオプションを選択すると、リンクされたデータの強化リンクされたデータの強化チェックボック

スが自動的に選択されます。

書誌情報の強化セクション（書誌情報の強化セクション（MARCのみ）のみ）

管理情
報を追
加

選択して、管理情報を出力レコードに追加します。選択すると、次のパラメータが表示されます。
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フィーフィー
ルドルド

説説明明

次の情報を入力してください。

• 繰り返し可能なフィールド - 管理情報を出力レコードに格納するフィールドの番号（書誌レコードで使用されていないフィ
ールド番号）を入力します。このフィールドは必須です。例えば950と入力した場合、出力は、 <datafield tag="950"
ind1=" " ind2=" "> ... </datafield>という記号列を含みます。</datafield>、この記号列は、上記フィールド
のサブフィールドに入力した情報を使用しています。

• サプレス（抑制）されたレコードを削除済みとして公開 - サプレス（抑制）されたレコードを公開しますが、削除済みとし
てマークします。このチェックボックスがオフの場合、それらはそのままの形で公開されます（エンリッチメントの対象に
もなります）。これはデフォルトで選択されています。

• その他のすべてのフィールド：出力ファイルに含めたい各アイテム（存在する場合）について、表示したいサブフィールド
を入力します。追加できる管理情報には以下のような情報が含まれます：作成者、作成日、更新者、更新日、公開のサプレ
ス、発信元システム、発信元システムID、発信元システムバージョン、レコードフォーマット、カタログレベル、要約レベ
ルなど。それぞれのケースで、サブフィールドの文字のみを入力してください。たとえばbなど ($bや$$bではなく)。

これらのフィールドは、Almaの内部で維持されます。発信元システムフィールドは、レコードのインポート元の外部システムに
関する情報を表します。カタログレベルの詳細については、カタログ権限を参照してください。要約レベルの詳細については、
要約レコードレベルの操作を参照してください。

関連レコード強化セクション（関連レコード強化セクション（MARCのみ）のみ）

関連レ

コード

情報を

追加す

る

関連レコード充実化構成を使用して、サードパーティシステムに公開された書誌レコードを関連レコードの任意のフィールド

のコンテンツで充実化します。これにより、 外部カタログで図書館のカタログと目録を完全に表現できます。

選択すると、次のパラメータが表示されます:

• 関連タイプ関連タイプ - 関連レコードのデータがマップされる公開レコード のフィールドを示します。このフィールドは英数字で入

力することができます（たとえば、「TYP」）。

• 関連タイプのサブフィールド関連タイプのサブフィールド - 関連タイプが書き込まれる公開レコードのサブフィールドを示します。

• 関連レコード関連レコードMMS IDサブフィールドサブフィールド - 関連レコードのMMS IDが書き込まれるサブフィールドを示します。このサブフィ
ールドは、マップされている関連レコードの各フィールドに追加されます。この情報により、関連するレコードごとにフィ

ールドをグループ化できます。

関連するレコードは、最初の公開時に公開する必要があります。

関連するレコードまたは関連する冊子目録が更新されると、データの再公開がトリガーされます。

Note
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フィーフィー
ルドルド

説説明明

• メンバーコードメンバーコード サブフィールドサブフィールド - このフィールドは、ネットワークから公開する場合にのみ表示されます。これは、関連
する書誌レコードのメンバーコード、たとえば、 01ALLIANCE_NETWORK、 01ALLIANCE_CHEMEKを示します。

• マッピングテーブルマッピングテーブル - フィールド/サブフィールドを関連レコードから公開されたレコードのフィールド/サブフィールドに
マッピングします。

列列 説説明明

関連タ

グ、

関連サ

ブフィ

ール

ド、

書誌タ

グ,

書誌サ

ブフィ

ールド

テキストフィールド。複数のサブフィールドを入力するには、コンマで区切ります。「すべてのサブフィー

ルド」を示すには、ハイフン（-）を使用します。「書誌サブフィールド」列で、 数値と英数字の両方のフ

ァイル名を定義できます。

関連性

種別

特定の関連タイプのエンリッチメントを有効にするために使用します。 [すべて] を入力して、すべての

関連タイプの [エンリッチメント] を有効にします。

例：以下のレコードAには、レコードBとレコードCの2つの関係があります:

レコードB： レコードC：

上記で定義されたプロファイルによると、「レコードA」の公開エンティティは、次のように出力を表示し
ます:

◦ 各行は、関連するフィールドを書誌データの単一のフィールドにマップする必要があります。

◦ 関連レコードのサブフィールドの数は、書誌レコードのサブフィールドの数と一致する必要があ

ります。

Note

Ex Libris, Part of Clarivate 13



フィーフィー
ルドルド

説説明明

列列 説説明明

• 関連レコードの所関連レコードの所蔵蔵/アイテムを追加するアイテムを追加する - 公開プロファイルが所蔵/アイテムを発行するように設定されている場合は、こ
のオプションを選択して、関連レコードの所蔵/アイテムを発行します（親子関係のあるレコードのみ）。情報はプロファ
イルの対応するセクションで設定されたとおりに公開されます。これらのセクションが構成されていない場合、所蔵/アイテ
ム情報は追加されません。

保有保有/ポートフォリオポートフォリオ/代表代表レベルで公開する場合は、関連レコードの所関連レコードの所蔵蔵/項目を追加することはできません。項目を追加することはできません。

関連レコードの所関連レコードの所蔵蔵/アイテムを追加するアイテムを追加するオプションを選択して有効にするには、 「関連レコード充実化」 テーブルに少な
くとも1つのエントリと関連タイプが存在する必要があります;
を含む。

子レコードを公開する場合、特定のアイテムが指定されている場合、所蔵とアイテムはそれに応じてフィルタリングさ
れ、指定された値に一致するアイテム/所蔵のみが公開されます。

関連レコードの特定のアイテムを指すことは、次のようにカタログ化されます。

$g（（MARC21 / KORMARC））
$v（（Unimarc / CNMARC）の値）の値

アイテムフィールドアイテムフィールド

年 yr: Chron I

巻またはバーコード no: Enum A

発行 iss: Enum B

部 pt: Enum C

ページ数 p: pages
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フィーフィー
ルドルド

説説明明

典典拠拡拠拡充セクション充セクション(MARCのみのみ)

• 典拠拡充は、SB / PSB ではサポートされていません。これは、エンリッチメントのソースである権威 DB が SB / PSB では保守されて
おらず、実運用環境のみであるためです。

プレミアム SB が実運用環境から更新されるとき (年 2 回)、典拠DB も PSB にコピーされます。

したがって、既に典拠 DB にある典拠にリンクされた Bib レコードは拡充されますが、その他の典拠は拡充されません。

• 実運用環境では、（書誌レコードにリンクされている）典拠が更新されてから、典拠情報が更新された状態で書誌レコードが再公開さ
れるまで、最大で2日かかる場合があります。

• 権限強化は、SB/PSB+.+
グローバル権限でサポートされていません - 強化のソースである権限 DBとして　- 本番環境でのみSB / PSBでは維持されません。
地方自治体 - 他のすべてのスケジュールされたジョブと同様に、リンク ジョブは SB / PSB で実行されていません。

典拠情
報を追

加する

[典拠拡充]設定を使用して、第三者システムに出力されている書誌レコードを、書誌にリンクされた典拠レコードの任意のフィ
ールドのコンテンツで拡充します。これらの更新条件により、データの再公開がトリガーされます。

これはたとえば、「Mark Twain（マーク・トウェイン）」という名前が書誌レコードに埋め込まれていて、ライブラリが
「Mark Twain（マーク・トウェイン）」と非優先語「Clemens（サミュエル・クレメンス）」の両方を公開したい場合に便利で
す。

選択すると、次のパラメータが表示されます。

次の情報を入力してください。

• 典拠エンリッチメントを追加する - 公開されたデータ（書誌レコードタグ+サブフィールド）に含まれる典拠フィールド
（典拠タグ+サブフィールド）を定義します。

• 追加の典追加の典拠拠サブフィールドを追加サブフィールドを追加 - 元の書誌レコードの用語と関連する典拠用語（優先/非優先/参照/その他の用語）の間の
リンクを維持しながら、追加情報で典拠データを充実させます：

• 語彙サブフィールド語彙サブフィールド - AUTH MMSレコードの語彙を示します。公開すると、典拠レコードをソースとするタグに追

このセクションを有効にするには、Ex Librisカスタマーサポートにお問い合わせください。

Note

• 典拠部分にフィールド+サブフィールドが含まれる場合、書誌部分には特定のフィールド+サブフィールドも含める必
要があります。

• 典拠部分にタグのみ（サブフィールドなし）が含まれている場合、 書誌部分にもタグのみが含まれている必要があり

ます。

• 「書誌タグ」は、英数字の文字列にすることができます。

Note
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加されます。たとえば、語彙サブフィールドが「2」に設定されている場合、結果は$$2NLIまたは $$2RVKまたは
$$2OTHERになります。

• 典典拠拠IDサブフィールドサブフィールド - AUTH MMSレコードの発信元システムIDを示して、優先語とそれに関連する非優先/参照/
他の用語を照合します。公開すると、このサブフィールドは「元の」書誌タグ（優先語付き）と典拠レコードをソ
ースとするタグの両方に追加されます。例：典拠IDサブフィールドが「0」に設定されている場合、結果は
$$0NLI-000007449なります。

• 典典拠拠タグサブフィールドタグサブフィールド - 公開されたデータの拡充元となる典拠タグを示します。公開すると、このサブフィール
ドは、典拠レコードから取得されたタグに追加され、典拠タグを識別し、それによって用語が優先/非優先/その他
の用語であるかどうかを示します。例：典拠150が書誌レコード650にマッピングされ、典拠タグサブフィールドが
9の場合、結果は $$9150になります。

物的情報の強化セクション（物的情報の強化セクション（MARCのみのみ)

所蔵情
報を追
加

所蔵情報を出力に追加する場合に選択します。出力には、統合所蔵のレコードと書誌レコードのデータが含まれます。

所蔵管理フィールド（LDRなど）は、同じ番号の書誌フィールドと全く同様に扱われて出力に追加されます。

他の所蔵フィールドを書誌フィールドと全く同様に扱い、出力に追加するには、目目録録強化を追加強化を追加を使用してください。目目録録強化強化
を追加を追加を選択するたびに、所蔵フィールド番号(所所蔵蔵タグタグ）と、サブフィールド(所所蔵蔵サブフィールドサブフィールド)を入力し、その後、入力フ
ィールド(書誌タグ書誌タグ)とそのサブフィールド(書誌サブフィールド書誌サブフィールド) を入力してから、追加追加を選択します。サブフィールドに入力で
きるのは文字のみに限られます（記号は不可）。例：b ($bや$$bは不可)。

サプレスサプレス済済みレコードを除外みレコードを除外を選択した場合、サプレスされた所蔵レコードは公開されません。このフィールドは、書誌レコー
ドの公開には影響しません。書誌レコードは、ディスカバリからサプレスするディスカバリからサプレスするとマークされていない限り(ディスカバリからサプ
レスするを参照)、公開されつづけます。

その他のすべてのフィールドについては、出力ファイルに含めたい各アイテム（もしあれば）ごとに、それを表示したいフィー

ルドとサブフィールドを入力します。例：所蔵の作成者、作成日、更新者、更新日、S図書館名、場所名、および公開からのサ
プレスなど。サブフィールドには、例えばbなどのサブフィールド文字のみを入力します($bや$$bは不可)。

設定されている場合、Primoとの統合のためにIE IDフィールド/サブフィールドをマッピングすることもできます。詳細について
は、Ex Librisにお問い合わせください。

このフィールドを設定して、公開されたフィールド間のリンクを識別することを強くお勧めします。

Note

所蔵/ポートフォリオ/表現レベルでの公開を選択した場合、所所蔵蔵情報の追加情報の追加を選択すべきではありません。

Note
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物的アイテムエンリッチメント物的アイテムエンリッチメント

アイテ
ム情報
を追加

出力に物的アイテム情報を追加する場合に選択します。出力には、アイテムと書誌レコードのデータが統合されたレコードが含
まれます。

次の情報を入力してください。

• 繰り返し可能なフィールド - 出力レコード（書誌レコードで使用されていないもの）に冊子の在庫情報を入れるフィールド
番号を入力します。このフィールドは必須です。例えば950と入力した場合、出力は、 <datafield tag="950"
ind1=" " ind2=" "> ... </datafield>という記号列を含みます。</datafield>、この記号列は、上記フィールド
のサブフィールドに入力した情報を使用しています。

• その他のすべてのフィールド：出力ファイルに含めたい目録情報がもしあれば、各情報を表示したいサブフィールドを入力
します。追加できる目録情報には以下が含まれます：アイテム PID、バーコード、コピー ID、資料タイプ、アイテムポリシ
ー、アイテムステータス（1/0）、来歴、磁気表示、目録 A/B、年表 I/J、説明、プロセスタイプ、恒久的な図書館/場所、現
在の図書館/場所、請求番号タイプ/請求番号、アイテム請求番号タイプ/アイテム請求番号、一時請求番号タイプ/一時請求番
号、在庫番号、在庫日、保管場所、ページ、ピース、ノート（[パブリック]、[フルフィルメント]、[内部1-3]、[統計値
1-3]）、注文明細番号、期日、受入日、作成者、作成日、更新者、更新日、アイテムにリンクされた所蔵レコードの所蔵
ID、現在の図書館のキャンパス（電子リソースの共有アクセス制限がマルチキャンパス環境で構成されている場合に表示さ
れます）、物理的状態、所蔵の理由、所蔵ノート、所蔵の確約。それぞれのケースで、サブフィールドの文字のみを入力し
てください。たとえばbなど ($bや$$bではなく)。

アイテムPIDは、主に公開に使用される内部IDです。他のフィールドについては、新しいブックまたは雑誌の記事の追加とアイ
テムレベルの情報を更新するを参照してください。

図書館、場所、資料タイプなど、コードと説明の両方をもつ可能性のあるアイテムの情報については、コードのみが公開され、
説明は公開されないことにご注意ください。

永続的な図書館/場所または現在の図書館/場所フィールドのいずれかを使用できます。現在の図書館/場所フィールドを使用する
場合、出力には、公開時のアイテムの図書館/場所に応じて、永続的な図書館/場所、または一時的な図書館/場所のどちらかの情
報が含まれます。

日付はUTCタイムゾーンに従って公開されます。

アイテム情報の追加の詳細については、「一般公開プロファイル：所蔵とアイテム情報の追加ビデオ（8:16分）を参照してくだ

所所蔵蔵情報を追加情報を追加を選択する際、サプレスされたレコードを除外サプレスされたレコードを除外を選択してディスカバリからサプレスするディスカバリからサプレスするとマークされた所
蔵を公開からサプレスすると、たとえアイテム情報を追加アイテム情報を追加が選択されていたとしても、サプレスされた所蔵に添付されてい
るアイテムは全て公開されなくなります。

Note

公開プロファイル公開プロファイル - 一般的な物理アイテムの充実一般的な物理アイテムの充実
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さい。

[電子目電子目録録の強化の強化]セクション（セクション（MARCのみのみ)

電子ポ
ートフ
ォリオ
情報を
追加

出力に電子目録情報を追加する場合に選択します。出力には、ポートフォリオと書誌レコードのデータが統合されたレコードが
含まれます。

次の情報を入力してください。

• 繰り返し可能なフィールド-電子ポートフォリオ目録情報を出力レコードに格納するフィールド番号を入力します（書誌レコ
ードで使用されていないフィールド番号）。このフィールドは必須です。例えば950と入力した場合、出力は、
<datafield tag="950" ind1=" " ind2=" "> ... </datafield>という記号列を含みます。</datafield>、こ
の記号列は、上記フィールドのサブフィールドに入力した情報を使用しています。

• サブフィールド - 出力ファイル（存在する場合）に含める目録情報ごとに、表示するサブフィールドを入力します。追加で
きる在庫情報については、次の行を参照してください。いずれの場合も、bのようにサブフィールドの文字だけを入力して
ください（$bや$$bではなく）。また、電子ポートフォリオエディタでポートフォリオを編集するを参照してください。

ポート
フォリ
オPID

ポートフォリオPIDを配置するサブフィールド（$8以外）。

有効化
ステー
タス

有効化値を配置するサブフィールド。このフィールドに表示される値は、使用可能使用可能または使用不可使用不可のいずれかです 。

URLタ
イプサ

ブフィ

ールド

この情報は、リンキングリンキングタブ上の電子ポートフォリオエディタに示されるように、ポートフォリオレコードから抽出されます。

URLタイプタイプ値は静的静的URL、動的動的URLダイナミック、およびパラメータ解析パラメータ解析です。

独立ポートフォリオの場合：

• 静的は静的静的URLが選択されている場合に公開されます。
• 動的は動的動的URLが選択されている場合に公開されます。
• [URLタイプタイプ]サブフィールドサブフィールドパラメータを空白のままにすると、何も公開されません。

電子コレクションにリンクされたポートフォリオの場合、ポートフォリオの設定（定義されている場合）はサービスの設定を上

書きし、以下を行います。

• ポートフォリオのURLタイプタイプが静的静的URLに設定されていて、かつポートフォリオの静的静的URLフィールドが入力されている
と、静的が公開されます。

• ポートフォリオのURLタイプタイプが動的動的URLに設定されていて、かつポートフォリオの動的動的URLフィールドが入力されている
と、動的が公開されます。

• ポートフォリオのURLタイプタイプがパラメータ解析パラメータ解析に設定されていて、ポートフォリオのパラメータ解析（上書き）パラメータ解析（上書き）フィールド
が入力されていると、パラメータが公開されます。

削除されたレコードが公開された場合、電子在庫ではなく、冊子の在庫（保有）のみが追加されます。削除されたレコードを公開する

場合、削除されたポートフォリオ情報は追加されません。

Note

デフォルトでは、$8にポートフォリオIDが含まれています。ポートフォリオIDを$8以外のサブフィールドに保存し、正規化
ルールを使用して$8を削除する場合は、このフィールドを使用します。

Note
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ポートフォリオの静的静的URL、動的動的URL、またはパラメータ解析（上書き）パラメータ解析（上書き）フィールドが空白の場合、（選択されているURLタイ
プに関係なく）以下のようになります。

• ポートフォリオのサービスの URLタイプタイプが動的動的URLに設定されていて、かつサービスの動的動的URLフィールドに入力がされ
ていると、動的が公開されます。

• ポートフォリオのサービスの URLタイプタイプがパラメータ解析パラメータ解析Lに設定されていて、かつサービスのパラメータ解析パラメータ解析および/また
はパラメータ解析（上書きパラメータ解析（上書き)フィールドに入力がされていると、パラメータが公開されます。

• ポートフォリオのサービスの動的動的URL、パラメータ解析パラメータ解析、またはパラメータ解析（上書き）パラメータ解析（上書き）フィールドが空白の場合、(選
択されているURLタイプタイプに関わりなく)何も公開されません。

アクセ
スURL
サブフ
ィール
ド

電子資源のアクセスURLを配置するサブフィールド。

リンク
リゾル
バベー
スURL

リンクリゾルバのベースURL。Almaリンクリゾルバには次のフォーマットを使用し、指示される場所に機関の情報を挿入しま
す。

http://<Primo server host:port>/openurl/<Primo_institution_code>/<Primo_view_code>?

Primo VEの場合、次のフォーマットを使用します。

https://<Primo_domain>/discovery/openurl?institution=<Alma_institution_code>&vid=<Primo_view_
code>&

静的
URL これにより、ポートフォリオレベルの静的URLを抽出するフィールドと選択したサブフィールドが公開されます。

電子資

料タイ

プ

これにより、電子ポートフォリオエンティティからの電子目録の電子資料タイプが公開されます。

図書館 これにより、図書館名が公開されます。

プロキ

シによ

り選択
された

サブフ

ィール

ド

この情報は、リンキングリンキングタブ上の電子ポートフォリオエディタに示されるように、ポートフォリオレコードから抽出されます。

選選択択されているプロキシされているプロキシパラメータは、認証に使用されるプロキシプロファイルを識別します。

有効化されたプロキシ有効化されたプロキシのいかなる組み合わせも（ポートフォリオレコードで）はいはいに設定されておらず、かつ（ポートフォリオ

レコードの）ポートフォリオとグループ、ポートフォリオ、サービスとグループ、またはサービスの各レベルで選選択択されたプロされたプロ

キシキシの値がない場合、リゾルバプロキシ設定が公開されます。リゾルバプロキシ設定は、次の方法で公開されます。

• デフォルトの[リゾルバプロキシ]統合プロファイルのプロキシを使用プロキシを使用パラメータが常に常にを選択しているとき、公開されたデ
ータは有効化されたプロキシ有効化されたプロキシパラメータに真真を含み、また、選選択択されたプロキシされたプロキシにリゾルバプロキシ統合プロファイルの定
義を含みます。

• デフォルトの[リゾルバプロキシ]統合プロファイルのプロキシを使用プロキシを使用パラメータが常に常にを選択しておらず、かつポートフォ
リオまたはサービス（ただしグループではない）の有効化されたプロキシ有効化されたプロキシがはいはいに設定されていない場合、公開されたデー
タは有効化されたプロキシ有効化されたプロキシに真真を含み、また選選択択されたプロキシされたプロキシにリゾルバプロキシ統合プロファイルの定義を含みます。

• デフォルトの[リゾルバプロキシ]統合プロファイルのプロキシを使用プロキシを使用パラメータが常に常にに設定されておらず、かつポートフ
ォリオもサービスも有効化されたプロキシ有効化されたプロキシをはいはいに設定していない場合、公開されたデータは有効化されたプロキシ有効化されたプロキシに偽偽を
含み、また選選択択されたプロキシされたプロキシにリゾルバプロキシ統合プロファイルからの定義を含みます。

このフィールドを指定した場合、リンクリゾルバベースリゾルバリンクリゾルバベースリゾルバフィールドを入力しなければなりません。

Note
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• デフォルトの[リゾルバプロキシ]統合プロファイルが存在しないとき、公開されたデータは有効化されたプロキシ有効化されたプロキシに偽偽を含
み、選選択択されたプロキシされたプロキシのサブフィールドは公開されません。

次のことに注意してください。

• [ポートフォリオとグループ]レベルでの設定は、[ポートフォリオ]レベルでの設定を上書きします。

• [ポートフォリオ]レベルでの設定は、サービスまたはデフォルトのリゾルバプロキシ設定を上書きします。

• [サービスとグループ]レベルの設定は、[サービス]レベルの設定を上書きします。

• [サービス]レベルでの設定は、デフォルトのリゾルバプロキシ設定を上書きします。

プロキ

シ有効

化サブ

フィー

ルド

この情報は、リンキングリンキングタブ上の電子ポートフォリオエディタに示されるように、ポートフォリオレコードから抽出されます。

有効化されたプロキシ有効化されたプロキシオプションははいはいといいえいいえです。

有効化されたプロキシ有効化されたプロキシパラメータがいいえいいえに設定されているときに公開がどのように処理されるかについては、選択されたプロ
キシのサブフィールドを参照してください。

インタ
ーフェ
イス名

これにより、インターフェイス名が公開されます。

認証ノ

ートサ

ブフィ

ールド

この情報（パトロンに表示されている認証に関するメモ）は、ノートノートタブ上の[電子ポートフォリオエディタ]に示されているよ
うに、ポートフォリオレコードから抽出されます。

認証メモは以下から発行されます：

• [ポートフォリオとグループ]か、それがない場合は[ポートフォリオ]から。

• [サービスとグループ]か、それがない場合は[サービス]から。

• [電子コレクションと電子コレクションのグループ]か、それがない場合は[電子コレクション]から。

公開メ
モ

これにより、公開メモがあれば公開されます。

ポート

フォリ

オ/サー
ビス内

部説明
サブフ

ィール

ド

この情報（スタッフのみが閲覧可能）は、メモメモタブの[電子ポートフォリオエディタ]に表示されるように、ポートフォリオレコ
ードから取得されます。公開されるデータは、次のすべてによって決定されます。

• 電子ポートフォリオレコード

• 関連サービス

複数のエンティティからのメモがある場合、すべてのメモはサブフィールドを繰り返すことによって報告されます。

カバレ
ッジ
（対象
範囲）
ステー
トメン
ト

これにより、カバレッジステートメントが公開されます。

CZコレ これにより、コミュニティゾーンの電子コレクションIDが公開されます。
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クショ
ン識別
子

コレク

ション

ID

これにより、[コレクション名]オプションに関連付けられたIDが公開されます。これは、機関レベルの電子コレクションのIDで
す（コミュニティゾーンレベルのIDではありません）。

内部詳
細サブ
フィー
ルド

この情報（スタッフのみが閲覧可能）は、[電子コレクション詳細電子コレクション詳細]タブの電子エディタに表示されるように、ポートフォリオレ
コードから取得されます。

コレク
ション
名

これにより、電子コレクション名が公開されます。

ライセ

ンスコ

ード

このオプションは、電子ポートフォリオのライセンスを公開します。電子ポートフォリオの[ライセンス]フィールドが空白の場
合、代わりに電子コレクションライセンス情報が公開されます。

ライセ

ンス名
これにより、電子ポートフォリオエンティティからライセンス名が発行されます（ライセンスコードに固有）。

注文明

細(POL)
これにより、電子在庫に関連する注文書が発行されます。

追加注

文明細
これにより、電子在庫に関連する追加の注文書が発行されます。

作成者 これにより、作成者情報が公開されます。

作成日 これにより、作成された日付が公開されます。

更新者 これにより、更新者情報が公開されます。

更新日
時

これにより、更新された日時が公開されます（変更された時点で）。

有効化
日時

これにより、有効化日時が公開されます。

直接リ
ンク

これにより、ポートフォリオのターゲットURLに直接解決されるポートフォリオIDを持つリンクリゾルバーURLが公開されま
す。

キャン
パスサ
ブフィ
ールド
に利用

これらのフィールドは、電子リソースの分散アクセス制限がマルチキャンパス環境で設定されている場合、または[ネットワーク
ゾーン]を実行している機関の場合にのみ、表示されます。機関のサブフィールドで使用可機関のサブフィールドで使用可は、[ネットワークゾーン]を実行する
機関でのみ表示されます。
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可

図書館
サブフ
ィール
ドで利
用可

機関サ
ブフィ
ールド
で利用
可

サービ

スID
このオプションは、電子ポートフォリオが関連付けられているサービスのIDを公開します。

IE IDサ
ブフィ
ールド

構成されている場合、電子リソースのIE IDを配置するサブフィールド。

ポートフォリオカバレッジ情報

繰り返

し可能

なフィ

ールド

カバレッジ情報を出力レコードに保存するフィールドの番号（書誌レコードで使用されていないフィールド番号）を入力しま

す。このフィールドは必須です。たとえば、 950を入力する場合、出力にはこのフィールドのサブフィールドのこの領域に入力
する情報と共に <datafield tag="950" ind1=" " ind2=" "> ... </datafield>が含まれます。

ポート
フォリ
オIDサ
ブフィ
ールド

出力ファイル（存在する場合）に含めるカバレッジ情報ごとに、表示するサブフィールドを入力します。追加できるカバレッジ
情報については、下の行を参照してください。

年のサ

ブフィ

ールド

から

カバレッジおよびエンバーゴ情報は、 ポートフォリオエディタの［カバレッジ］タブの「どのカバレッジステートメントが適

用されるか」のオプションでの選択に従ってエクスポートされます。

• 各サブフィールドの各値は、日付情報表から対応するパラメーターの値およびポートフォリオエディタのエンバーゴを公開
します。

• 公開されたカバレッジ情報は、以下の方法でポートフォリオレベルで簡略化されます。

• 日付要素のみで構成される行（年/月/日）は、この特定のポートフォリオのすべての日付範囲をカバーする最小限
の日付範囲の表現に統合されます。これはエクスポートされた日付範囲が完全にポートフォリオの真の可用性を
完全にカバーすることを意味します。

• 簡略化プロセスは巻号と発行の両方が簡略化されたデータ情報行には発生せず、そのまま公開されます。

• エンバーゴの日付範囲はカバレッジ情報として計算され、エンバーゴセクションで個別に公開されます。

以下の
年まで
のサブ
フィー
ルド

以下の
月から
のサブ
フィー
ルド

このフィールドは、Primoとの統合用です。詳細については、Ex Librisにお問い合わせください。

Note
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以下の
月まで
のサブ
フィー
ルド

以下の
日から
のサブ
フィー
ルド

以下の
日まで
のサブ
フィー
ルド

以下の
巻から
のサブ
フィー
ルド

以下の
巻まで
のサブ
フィー
ルド

以下の
号から
のサブ
フィー
ルド

以下の
号まで
のサブ
フィー
ルド

ポートフォリオエンバーゴ情報

繰り返

し可能

なフィ

ールド

出力レコードでエンバーゴ情報を保存する先にフィールド番号を入力します。このフィールドは必須です。たとえば、 950を入
力する場合、出力にはこのフィールドのサブフィールドのこの領域に入力する情報と共に <datafield tag="950" ind1=" " ind2="
"> ... </datafield>が含まれます。

ポート
フォリ
オIDサ
ブフィ
ールド

出力ファイル（存在する場合）に含めるエンバーゴ情報ごとに、表示するサブフィールドを入力します。追加できるエンバーゴ
情報については、以下の行を参照してください。

オペレ 上記を参照してください。
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ータサ

ブフィ

ールド

ポートフォリオカバレッジから（選択したオペレータに基づいて）含まれるまたは除外される年または月の数。

年数サ
ブフィ
ールド

月数サ
ブフィ
ールド

[デジタル目デジタル目録録強化強化]セクションセクション

デジタ
ル表記
情報を
追加

ファイ

ル情報

の追加

リモー

ト表記

情報を

追加

次のオプションの1つ以上を選択します：

• デジタル表記情報の追加 – ローカルデジタル表記インベントリ情報を出力に追加します

• ファイル情報の追加 – ファイルインベントリ情報を出力に追加します

• リモート表現情報の追加 – リモートデジタル表記インベントリ情報を出力に追加します

出力されるレコードには、統合された表記と書誌レコードのデータが含まれます。

MARC21レコードには、次のフィールドが表示されます:

出力ファイルのエンバーゴセクションで、「オペレータオペレータ」フィールドは以下のオペレータをエクスポートします。「<」と
「>」の文字は、 XML特有の文字であるため、XMLコンテンツ内でそれらを使用すると、出力でエラーが発生する可能性が
あります。したがって、これらの文字は次のようにXML出力でエンコードされます。

公開公開済済サインサイン 意味意味 出力内の意味出力内の意味

&lt; < = 次の値以下次の値以下または等しいまたは等しい 入手可能な最新の入手可能な最新のX年年

&gt; > = 次の値以上次の値以上または等しいまたは等しい 入手不可能な最新の入手不可能な最新のX年年

&lt;= < 次の値未次の値未満満 入手可能な最新の入手可能な最新のX年年-1

&gt;= > 次の値以上次の値以上 入手不可能な最新の入手不可能な最新のX年年+1

Note

Dublin Core、ETD-MS、および MODSの場合、表現の配送URLを含む[反復可能]フィールドのみが表示されます。

Note
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Dublin CoreおよびETD-MSレコードの場合は次のようになります:

次の情報を入力してください。

• 繰り返し可能なフィールド - 出力レコード（書誌レコードで使用されていないもの）にデジタル表記の目録情報を入れるフ
ィールド番号を入力します。このフィールドは必須です。例えば950と入力した場合、出力は、 <datafield tag="950"
ind1=" " ind2=" "> ... </datafield>という記号列を含みます。</datafield>、この記号列は、上記フィールド
のサブフィールドに入力した情報を使用しています。Dublin CoreおよびETD-MSの場合、これが表示される唯一のフィール
ドです。

• 他のすべてのフィールド（ローカル）：出力ファイルに含める目録情報（存在する場合）ごとに、表示するサブフィールド
を入力します。追加できるインベントリ情報には、内部ID（PID）、IE ID（詳細については以下を参照）、配送URL、サム
ネイルURL、ラベル、公開メモ、図書館、使用タイプ、エンティティタイプ、配送の説明、作成者、作成日付、更新者、更
新日。これらのフィールドの詳細については、表記の追加を参照してください。

• 他のすべてのフィールド（リモート）：上記と同じ。追加できるインベントリ情報には、リポジトリコード、リポジトリ
名、元のオブジェクトID、リンキングパラメータ1〜3が含まれます。

• ファイルURLサブフィールド – ファイルレベルの配信URLの場所を示します

特定のフィールドの説明については、次の行を参照してください。

IE IDサ
ブフィ
ールド

設定されている場合、IE IDを配置するサブフィールド。

コレクション強化セクション（コレクション強化セクション（MARCのみのみ)

コレク
ション
（蔵
書）情
報を追
加

蔵書目録情報を出力に追加する場合に選択します。出力されるレコードには、統合された蔵書と書誌レコードのデータが含まれ
ます。

このフィールドは、Primoとの統合用です。詳細については、Ex Librisにお問い合わせください。

Note

コレクションの充実はデジタルコレクションにのみ適用され、電子コレクションには適用されません。

Note
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次の情報を入力してください。

• 繰り返し可能なフィールド-蔵書目録情報を出力レコードに格納するフィールド番号を入力します（書誌レコードで使用され
ていないフィールド番号）。このフィールドは必須です。例えば950と入力した場合、出力は、 <datafield tag="950"
ind1=" " ind2=" "> ... </datafield>という記号列を含みます。</datafield>、この記号列は、上記フィールド
のサブフィールドに入力した情報を使用しています。Dublin Core、ETD-MS、およびMODSの場合、これが表示される唯一
のフィールドです。

• その他のすべてのフィールド：出力ファイルに含めたい目録情報がもしあれば、各情報を表示したいサブフィールドを入力
します。追加できる目録情報には、コレクション（蔵書）名とコレクション（蔵書）IDが含まれます。詳細については、ト
ップレベルコレクション（蔵書）の追加を参照してください。

機関コードの機関コードの拡拡充充

機関コ

ードサ

ブフィ

ールド

機関ゾーンからのレコードとネットワークゾーンからの有効化されたレコードの両方を含む結合結果セットを公開する場合、デ

ータ拡充にはメンバーとネットワークの両方からの要素が含まれる場合があります。ローカル情報とネットワークゾーン情報を
区別するには、オプションで機関コードを入力します。この機関コードは、すべてのタイプの目録やローカル拡張を含む、す
べての強化されたエンティティに追加されます。

• 一般公開プロファイルは、組み合わせたセット（「ネットワークと機関」）を指します。

公開されたレコードの001フィールドは、ネットワークゾーン自体または機関ゾーンのいずれかから取得された場合はネッ
トワークゾーンを示しますが、ネットワークゾーンに関連付けられていない場合は機関ゾーンを示します。

• 一般出版プロファイルであり、結合されていないセットを指します (「機関のみ」):
公開されたレコードの001フィールドは、ネットワークゾーンで管理されているレコードであっても、機関ゾーンを反映し
ます。

他のタイプのセットを公開するときは、空白のままにします。

• 保存保存を選択してデータベースにプロファイルを入力すると、[公開プロファイル]リストページに戻ります。

既存の一般公開プロファイルの使用

既存の一般公開プロファイルを使用しすることで、次のことができます。

一般的な公開プロファイルを使用するには：一般的な公開プロファイルを使用するには：

1. [出版プロファイル]ページ（リソースリソース > 出版出版 > 出版プロファイル出版プロファイル）で、出版プロファイルタイプ出版プロファイルタイプに一般プロファイル一般プロファイル

を選択します。

2. 次の行アクションのいずれかを選択します。

変変更後：更後： 次を行います：次を行います：

プロファイルを編集 行の編集編集アクションを選択します。

プロファイルの実行履歴

を見る
行の履歴履歴アクションを選択します。

プロファイルを手動で実 行の実行実行アクションを選択します。プロファイル内からプロファイルを実行することもできます。
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変変更後：更後： 次を行います：次を行います：

行する

増分更新ではなく、サブ
セット、日付範囲、また
はセット内のすべてのレ

コードを再公開します

行の再公開再公開アクションを選択します。なお、プロファイルの中からプロファイルを実行することもでき
ます。このアクションは、編集可能なプロファイルを公開する場合にのみ使用できます。

[行の再公開]アクションが選択されている場合、ポップアップダイアログボックスから次の公開モードの
いずれかを選択します。

◦ 日付範日付範囲囲 – 発行するセット内のレコードを識別する日付範囲 (最初の日の開始から最後の日の終了ま
で) を入力して公開したいセットのレコードを特定します。 日付範囲を使って公開を実行する場合
は、レコードの変更日が参照されます。このオプションでは、実際に公開されたレコードだけでな
く、選択した日付範囲内で処理されたレコードも再公開されます。

◦ サブセットの再公開サブセットの再公開 – 公開するレコードの個別の（サブ）セットを選択します。このオプションの
作業は事前に計画し、使用したいセットを前もって作成しておく必要があることに留意してくださ

い。

◦ 索引全体を再構築索引全体を再構築 - セット全体を再公開し、公開索引全体を再構築します。このオプションは、セッ
ト全体を再計算し、すべてのレコードを新規として公開します。このオプションは注意して使用し

てください。このアクションは元に戻せません。

◦ 再公開は、今すぐ実行今すぐ実行を選択すると、（ジョブ待ちのキューで使用可能になり次第）すぐに実行さ
れます。このアクションにはスケジューリングオプションはありません。

今すぐ実行今すぐ実行を選択すると、Almaはプロファイルを保存します。再公開再公開の選択に加えてプロファイル
に変更を加えた場合 、これらのアクションは公開ジョブの開始前に保存されます。

公開プロファイルをコミ

ュニティゾーンに投稿す

る

投稿投稿 - コミュニティゾーンに公開プロファイルを投稿して、他の機関がそのプロファイルをコピーして使
用できるようにします。詳細については、以下を参照してください。

プロファイルを削除 行の削除削除アクションを選択します。

プロファイルをコピー 行の重複重複アクションを選択します。

一般公開 >再公開再公開メソッドで起動されたジョブは、処理された値が最後に発行された値と同じであ

るレコードをスキップすることなく、すべての入力レコードを処理し、製品に含めます（通常の進

行中の増分ジョブとは異なります）。

Note

システムが最初にインデックス全体を削除するため、索引全体を再構築索引全体を再構築の操作は、大きなセッ

トの場合、操作に時間がかかる場合があります。回避策はプロファイル複製し、それを最初か

ら実行することです。

Note

(実行中の現在のジョブとは別に) トリガーされた追加のジョブは、システム内でキューに入れられ入れられ

ずず、スキップされましたスキップされましたとマークされます。ユーザーは、現在の作業が完了した後に追加の作業を

実行する必要があります。

Note
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一般的な公開プロファイルを編集する場合、実行実行および再公開再公開行アクションは、[公開プロファイルの詳細]ページのボタ
ンとしても使用できます。これらのボタンは、上記の手順で説明したものと同じアクションを実行します。実行実行と再公開再公開

ボタンを使用すると、同時にそのプロファイルも保存されることに注意してください。

コミュニティ・ゾーンで出版プロファイルを共有する
共有公開プロファイルを共有およびコピーするには、次のいずれかの役割が必要です：

• 目録管理者

一般的に、機関は第三者システムに書誌および典拠レコードを公開するための出版プロファイルを作成するのに、多大な
時間を費やしています。多くの機関が第三者システムに公開しています。これらの機関が時間と労力を節約するために、

図書館員は公開プロファイルをコミュニティゾーンに提供したり、他の機関がコミュニティゾーンに提供した公開プロフ
ァイルをコピーして使用したりすることができます。

投稿された公開プロファイルは、[出版プロファイル]ページのコミュニティコミュニティタブに表示されます（リソースリソース > 出版出版 > 出版出版
プロファイルプロファイル）。

公開プロファイルをコピーすると、そのプロファイルに関連する正規化プロセス、統合ルール、スケジューリングオプシ

ョン、およびその正規化プロセスに関連する指示ルールと正規化ルールもコピーされます。コピーされた正規化プロセス

は、元の投稿者に関するメモとともにMDエディターに表示されます。

コミュニティゾーンに公開プロファイルを投稿するには：コミュニティゾーンに公開プロファイルを投稿するには：

1. 行のアクションから、[公開プロファイル]ページの[機関]タブで、公開プロファイルの投稿投稿を選択します。

確認メッセージダイアログボックスが表示されます。

投稿機能は、一般的な公開プロファイルでのみ使用でき、他の種類の公開プロファイルでは使用できません。

Note

プロファイルを公開するプロファイルを公開する
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2. オプションで、プロファイル名プロファイル名を変更できます。

3. プロファイルをコピーする機関の詳細情報を含めるには、[説説明明]を変更することをお勧めします。図書館情報、FTP
情報やベンダー情報などの機関情報を含めます。

4. 必要に応じて、[連絡窓口連絡窓口]のためのEメールアドレスを入力、または変更することができます。

5. [確認確認]を選択します。プロファイルは、コミュニティコミュニティタブに表示され、どの機関からでもコピーできます。

投稿された公開プロファイルを表示および投稿された公開プロファイルを表示および/または投稿された公開プロファイルをコピーするには：または投稿された公開プロファイルをコピーするには：

1. [出版プロファイル]ページ（[リソースリソース] > [公開公開] > [公開プロファイル公開プロファイル]）の [コミュニティコミュニティ]タブを開きます。
プロファイルに関する詳細情報を表示するには、行アクションから[表示表示]を選択します。プロファイルの詳細が表示
されます。

2. プロファイルの行のアクションリストでコピーコピーを選択します。公開プロファイルがあなたの所属機関にコピーされ、
新しいプロファイルが編集用に開かれます。プロファイルがコピーされます。そのステータスはデフォルトでは非ア非ア

クティブクティブです。

3. 要件に合わせて公開プロファイルの詳細を編集します。

4. 完了したら、保存保存を選択します。

5. 機関機関タブを選択して、コピーしたプロファイルを表示します。

コミュニティゾーンに投稿したプロファイルを削除（共有解除）するには：コミュニティゾーンに投稿したプロファイルを削除（共有解除）するには：

プロファイルの行のアクションリストに削除削除を選択し、確認ダイアログボックスで確認確認を選択します。

これで、このプロファイルは他の機関では使用できなくなります。プロファイルは（あなたの所属機関では）削除されて

いません。機関機関タブで引き続き使用できます。また、第三者機関がそのプロファイルを既にコピーしている場合、このア

クションは既にコピーされたプロファイルには影響しません。

公開プロファイルの投稿確認メッセージ公開プロファイルの投稿確認メッセージ
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公開データのフォーマット

一般公開プロファイルで、AlmaはDCおよびMARC形式のルート要素「collection」とMODS形式の「modsCollection」要
素を追加します。

これは、MARC形式で公開されたファイルヘッダーの例です：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
-<collection>

Almaから取得した書誌レコードは、追加の識別子で強化されます。ネットワークゾーンのMMS IDとAlmaコミュニテ
ィゾーンIDが、追加の035マークフィールドのレコードに追加されます。コミュニティ ゾーンIDにはプレフィックス
(EXLCZ) が追加され、ネットワーク ゾーンIDにはプレフィックス (EXLNZ-network_code) が追加されます。ローカル
MMS IDは、001 marcフィールドにあります。これらの追加の共有ID は、共通レコードをより適切に識別するために
使用できます。ローカルMMS IDは、記録のために機関内のAPI を呼び出す必要がある場合に使用する必要がありま
す。

Note
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